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た
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
金
光
教
や
黒
住
教
が
「
純
粋
派
」「
樹
木
モ

デ
ル
」
等
と
析
出
さ
れ
る
特
性
を
有
す
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
や
力
学
を
改

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

実
行
教
の
組
織
化
に
お
け
る
非
富
士
信
仰
的
要
因

今
井　

功
一

　

実
行
教
は
、
彼
ら
が
信
仰
の
祖
と
す
る
富
士
行
者
・
角
行
に
よ
る
「
も

と
の
ち
ち
は
は
」
と
い
う
世
界
創
造
に
か
か
わ
る
神
々
を
「
天
祖
参
神
」

す
な
わ
ち
天
御
中
主
神
、
高
御
産
巣
日
神
、
神
産
巣
日
神
の
「
造
化
三

神
」
に
読
み
替
え
る
等
、
富
士
信
仰
の
一
形
態
で
あ
る
不
二
道
に
そ
れ
以

外
の
も
の
を
取
り
入
れ
た
。

　

組
織
の
面
で
は
、
実
行
教
の
前
身
で
あ
る
不
二
道
は
小
谷
禄
行
三
志
、

理
性
院
行
雅
と
い
っ
た
「
大
導
師
」
と
、
同
気
と
呼
ば
れ
る
各
地
の
信
徒

の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
合
で
あ
っ
た
。
教
派
神
道
と
し
て
の
実
行
教

は
、
管
長
世
襲
に
象
徴
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
政
府
あ
る
い
は
国
家

の
そ
れ
を
写
す
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
教
義
の
面
で
は
な
く
そ
う
し

た
組
織
の
う
ち
教
師
養
成
部
門
に
着
目
す
る
と
、
明
治
三
〇
年
前
後
に
そ

れ
ら
の
成
立
を
主
導
し
た
の
が
漢
学
者
で
あ
る
勝
屋
馬
三
男
（
一
八
六
九

―
一
九
三
三
）
や
国
学
者
で
あ
る
金
丸
俊
胤
（
一
八
五
九
―
一
九
二
二
）

と
い
っ
た
富
士
信
仰
以
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
実
行
教
本
館
の
幹
部
で
あ
っ

た
。
実
行
教
は
明
治
二
〇
年
代
か
ら
富
士
信
仰
系
と
い
う
枠
あ
る
い
は
一

教
団
の
枠
を
越
え
、
月
刊
誌
『
惟
一
』
を
媒
体
と
し
て
「
神
道
界
全
体
」

の
改
革
を
目
指
し
て
い
た
。
実
行
教
の
教
師
養
成
に
対
す
る
態
度
や
実
行

教
本
館
の
動
き
は
『
惟
一
』
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　
「
布
教
伝
道
ス
ル
教
師
ハ
教
義
宗
旨
ニ
精
通
ス
ル
ノ
外
尚
尋
常
中
学
科

し
て
布
教
を
開
始
す
る
四
年
前
か
ら
、
大
阪
布
教
を
開
拓
し
た
初
代
白
神

新
一
郎
に
導
か
れ
た
御
園
ヤ
エ
が
神
習
教
に
属
し
て
布
教
を
し
て
お
り
、

両
者
の
間
に
は
葛
藤
が
生
じ
た
。
畑
に
し
て
み
れ
ば
御
園
の
行
為
は
「
吾

主
祭
の
神
を
奉
斎
し
同
教
異
名
の
教
会
」
と
映
り
「
権
利
上
の
屈
辱
」
で

あ
っ
た
が
、
逆
に
御
園
に
し
て
み
れ
ば
「
白
神
先
生
の
お
道
案
内
」
を
広

め
る
こ
と
が
重
要
で
、
所
属
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
二
の
次
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
こ
の
事
例
で
も
分
裂
状
況
は
長
期
に
及
ん
だ
が
、
最
終
的
に
御
園
は

明
治
四
〇
年
に
な
り
金
光
教
に
転
属
し
た
。

　

山
口
と
東
京
の
分
裂
状
況
は
、
信
仰
中
枢
や
宗
教
様
式
が
未
確
立
の
状

態
で
自
然
発
生
的
に
布
教
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
金
光
教
の
組
織
形
成
期

の
実
態
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
各
地
の
布
教

者
と
そ
の
信
者
に
と
っ
て
、
信
仰
の
存
立
基
盤
と
し
て
、
神
道
金
光
教
会

の
存
在
よ
り
も
地
域
の
関
係
性
や
信
仰
の
導
き
関
係
が
優
先
す
る
場
面
も

あ
っ
た
。
一
方
で
、
彼
ら
の
金
光
教
帰
属
を
可
能
に
し
た
の
は
、
分
裂
が

信
仰
上
の
決
定
的
差
異
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
と
思
料
さ
れ

る
。

　

以
上
の
黒
住
教
と
金
光
教
の
事
例
は
、
信
仰
中
枢
（
本
部
）
が
周
縁

（
地
方
）
に
対
し
て
一
元
管
理
を
実
質
化
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
周

縁
で
動
揺
や
分
裂
状
況
が
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
創
始
者
に
よ
る
創
唱
性

の
度
合
い
が
高
く
て
も
自
然
に
収
斂
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
集
団
の
一

元
化
は
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
は
大

局
的
に
み
れ
ば
神
道
事
務
局
体
制
が
崩
壊
し
、
神
社
・
講
社
及
び
旧
教
導

職
ら
が
流
動
化
す
る
中
で
、
各
派
で
そ
の
内
実
が
形
成
さ
れ
境
界
線
が
明

確
化
す
る
過
程
で
の
動
向
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
生
じ
た

地
域
に
お
け
る
神
道
を
め
ぐ
る
様
々
な
越
境
の
一
例
で
も
あ
る
。
こ
う
し
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は
そ
の
後
、
伊
那
を
中
心
と
し
た
多
く
の
信
徒
と
共
に
教
育
勅
語
奉
賛
の

た
め
の
組
織
で
あ
る
大
日
本
実
行
会
を
組
織
し
、
実
行
教
の
分
裂
を
も
た

ら
し
た
。
伊
那
の
信
徒
が
「
御
恩
礼
式
」
や
「
不
二
道
」
と
無
関
係
な
教

会
講
社
の
増
加
を
嫌
っ
た
た
め
と
も
い
わ
れ
る
が
、
同
時
に
彼
ら
は
富
士

信
仰
教
団
で
あ
る
こ
と
を
捨
て
も
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
行
教
に
お
い
て
は
柴
田
家
や
不
二
道
以
来
の
古
参
信
徒
で
は
な
く
、

神
道
教
団
と
し
て
の
実
行
教
に
参
加
し
た
国
学
者
や
漢
学
者
が
編
集
者
あ

る
い
は
発
行
者
、
印
刷
者
と
し
て
教
団
内
部
で
活
躍
し
、
教
師
検
定
法
や

教
學
寮
な
ど
を
整
備
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
勝
屋
に
し
て
も
金
丸
に
し
て

も
教
団
に
残
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
去
る
先
は
勝
屋
の
場
合
は
咸

宜
園
で
あ
り
、
金
丸
の
場
合
は
大
日
本
実
行
会
で
あ
っ
た
。
神
道
界
全
体

の
改
革
が
志
向
す
る
普
遍
性
と
富
士
信
仰
系
教
団
と
し
て
の
独
自
性
の
間

の
葛
藤
は
、
分
裂
の
可
能
性
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。

大
成
教
に
包
括
さ
れ
た
近
世
教
化
活
動

荻
原　
　

稔

　

本
発
表
で
は
、
近
世
末
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
教
化
活
動
が
、
明

治
初
期
の
教
導
職
制
度
と
そ
の
変
容
で
あ
る
「
教
派
神
道
」
に
対
応
し
て

い
く
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
な
か
で
も
、
そ
の
組
織
と
し
て
の
統

一
性
が
弱
い
と
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
包
容
性
が
高
い
と
も
い
え
る
大
成
教

会
・
神
道
大
成
教
を
軸
に
し
て
、
そ
こ
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
井

上
正
鐡
に
発
す
る
禊
教
、
横
山
丸
三
に
発
す
る
淘
宮
、
そ
し
て
心
学
と
俳

諧
の
結
社
の
事
例
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

禊
教
は
井
上
正
鐡
（
一
七
九
〇
―
一
八
四
九
）
が
、
天
保
十
一
年
（
一

八
四
〇
）
に
創
始
し
た
「
祓
修
行
」
に
起
源
が
あ
る
が
、
孫
弟
子
の
東
宮

相
当
以
上
ノ
学
識
ヲ
具
備
ス
ル
」
よ
う
示
さ
れ
た
明
治
二
八
年
五
月
三
〇

日
の
内
務
省
訓
令
第
九
号
に
呼
応
し
て
、『
惟
一
』
編
集
人
で
實
行
教
本

館
幹
部
の
勝
屋
馬
三
男
が
、
同
六
月
の
第
二
一
号
に
教
師
の
質
を
問
う
論

説
「
天
下
の
冗
教
師
を
淘
汰
せ
よ
」
を
、
同
一
〇
月
に
は
教
師
検
定
法
と

そ
れ
に
つ
い
て
の
論
説
を
発
表
し
た
。
明
浜
と
号
し
、
咸
宜
園
最
後
の
塾

主
と
し
て
知
ら
れ
る
勝
屋
馬
三
男
は
、
明
治
二
三
年
か
ら
二
六
年
九
月
ま

で
私
塾
で
漢
学
教
授
、
私
立
有
隣
学
舘
と
真
宗
振
風
教
校
で
漢
文
を
教
授

し
た
後
、
明
治
二
七
年
に
上
京
し
た
頃
か
ら
実
行
教
本
館
に
所
属
し
て
い

た
。
明
治
二
月
に
は
新
た
に
整
備
さ
れ
た
教
師
検
定
法
に
も
と
づ
き
、
本

教
教
師
第
一
回
試
験
が
施
行
さ
れ
た
。
勝
屋
は
「
本
館
教
師
試
験
員
」
に

後
に
第
三
代
管
長
と
な
る
柴
田
孫
太
郎
と
と
も
に
任
命
さ
れ
、
制
度
整
備

に
と
ど
ま
ら
ず
そ
の
実
行
も
担
当
し
て
い
る
。
勝
屋
は
明
治
二
九
年
二
月

に
は
教
史
の
編
纂
と
「
教
學
寮
」
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
説
を
発
表

し
た
が
、
同
年
一
〇
月
、
塾
主
と
し
て
咸
宜
園
に
戻
る
こ
と
と
な
り
実
行

教
本
館
を
去
っ
た
。

　

勝
屋
が
実
行
教
を
去
っ
た
後
、
実
行
教
本
館
幹
部
と
し
て
教
師
養
成
を

主
唱
し
た
の
が
金
丸
俊
胤
で
あ
る
。
宮
内
省
宮
内
官
な
ど
を
務
め
た
佐
賀

出
身
の
国
学
者
で
あ
る
金
丸
は
、
勝
屋
の
後
継
と
し
て
編
集
を
務
め
た
。

金
丸
は
、
編
集
者
と
し
て
で
は
な
く
一
寄
稿
者
と
し
て
あ
る
い
は
読
者
と

し
て
以
前
か
ら
『
惟
一
』
の
誌
面
刷
新
、
教
団
改
革
を
求
め
て
お
り
、
第

三
二
号
（
二
九
年
一
二
月
）
か
ら
編
集
人
に
就
任
す
る
と
『
惟
一
』
に
誌

面
改
革
の
一
つ
と
し
て
誌
上
講
義
「
講
義
録　

古
事
記
上
巻
講
義
」
と
題

さ
れ
た
連
載
を
開
始
し
、
教
師
の
質
確
保
の
た
め
の
方
策
を
と
っ
た
。
だ

が
、
そ
こ
で
注
力
さ
れ
た
科
目
は
「
古
事
記
」
で
あ
り
「
万
葉
集
」
で
あ

り
、
富
士
信
仰
教
団
と
し
て
の
実
行
教
の
姿
は
薄
く
感
じ
ら
れ
る
。
金
丸


